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１　昨年度の授業改善推進プランの検証

（１）　成果

　・実際に動植物を間近で見る経験やじっくり観察する時間を確保した結果、高学年では生命・地球分野の学習における観察の技能や思考の力が伸びたものがある。
（２）　課題

　・自然事象や実験への関心はあるものの、基本的な知識や理解に結び付いていない。
　・理科で学習した用語や実験器具の名前、その使い方の理解につまずきが見られる。
２　大田区学習効果測定の結果分析

（１）　達成率（経年比較）
	
	令和３年度結果
	令和２年度結果
	令和元年度結果

	第４学年
	主体的に学習に取り組む態度△　５．８
思考・判断・表現△　６．４
知識・技能　△　２．４
	
	

	第５学年
	主体的に学習に取り組む態度▼　１．５
思考・判断・表現▼　６．２
知識・技能　▼　０．９
	関心意欲態度▼１６．９
思考・判断・表現▼１６．７

技能　　　　▼１０．０

知識・理解　▼２１．７
（第４学年時）
	

	第６学年
	主体的に学習に取り組む態度△　３．３
思考・判断・表現▼　３．１
知識・技能　▼　３．２
	関心意欲態度▼１１．２
思考・判断・表現▼　４．９

技能　　　　▼１５．５

知識・理解　▼１３．０
（第５学年時）
	関心意欲態度△　０．５
思考・判断・表現▼　４．６

技能　　　　△　７．１

知識・理解　▼１０．３

（第４学年時）


（２）　分析（観点別）
　①　中学年

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・全国平均を上回っている。
・植物のからだのつくり、花の後に実ができること、日向と日陰の地面の湿り方と明るさの違い、磁石は直に触れなくても鉄を引き付ける性質があることの正答率が低くなっている。
	・全国平均を上回っている。

・不完全変態する昆虫、虫眼鏡で日光を集めたところが温かくなること、実験結果から磁石の極を判断することの正答率が低くなっている。
	・全国平均を上回っている。
・問題を読み取る力や集中力に課題が多い。問題の意図自体が理解できず無回答が目立つ。特に、記述問題でその傾向が強く見られる。


②　高学年

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・目標値に近かったり到達していたりするものもある。
・５学年では、雨水のゆくえと地面の様子や水のすがたなど水の性質の理解が不十分である。
・実験で結果を見たはずの物のとけ方の単元の知識の定着が不十分である。
	・基本的な知識は備わっているものの、日常事象における条件に着目して、知識を関係付けながら問題を解決することに課題がみられる。
	・主体的に取り組む態度は全国平均を上回っている。ただ、記述問題において無回答が多い。説明したり自分の考えを表現しようとしたりするといった意欲に課題がある。


３　授業改善のポイント（観点別）

（２）中学年

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・教師が言葉や実験結果を補いながら、知識を一般化させて定着させるため、まとめの時間を十分に設けるようにする。
・他教科の学習でも、用語や語句に触れるよう教師が心がける。
	・学習の予想は個人→グループで話し合い、予想を基にした実験をし、予想と結果を比べながら進める。
・まとめの段階では、様々な日常現象を解決する活動に取り組み、知識の定着を図ると共に活用する力を身に付けさせる。
	・実験の目的を児童に問いかける等、何を解決するために活動しているのか、問題に立ち返らせて意図を確認する指導を繰り返す。
・考察等での記述の前には友達と考えを伝え合う時間を設け、自信をもたせる。


（３）高学年

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・学習したことを、テスト前などにまとめを書かせたり、適応問題などを実施したりして、インプットした知識をアウトプットして理解を深めていく。
	・学んだことのレポート作成などをし、理科的な事象を日常生活と結び付けていく。左記のように知識の定着を図り、それを使えるように自信をもたせていく。
	・理科の学習したことに自信がもてるように、反復して問題を解いたり、単元のまとめで学習したことを再確認したりするなどしていく。


